
脇一小では、ふるさとキャリア教育の一環として、「山車どんど」という脇本の伝統文化を継承してい
くため、全校集会を実施しています。７月１１日（金）、ＰＴＡ授業参観として「山車どんど集会」を行
い、その様子は、保護者だけでなく、地域の皆様にも見ていただく機会となりました。
４年生は総合的な学習の時間に「山車どんど」について調べ学習を行っており、１番に発表しました。

５・６年生は笛や太鼓、口上や花火の役割をそれぞれ担って山車どんどの再現を、観光課の五十嵐さん
の講話の後は、皆さんで短冊飾りや笛・太鼓等の体験をしました。ふるさとを愛する心、地域の伝統行
事を継承していこうという気持ちを益々強くした脇一っ子でした。

天神町の皆様のほかにも、武者絵の絵灯籠や、たくさんの資料を貸してくださるなど、地域の皆様の
ご協力のお陰で集会を開催することができました。心より感謝申し上げます。
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７月４日(金)に、なかよし班（縦割り班）

で山車どんど集会用の灯籠づくりを行いまし

た。全児童が事前にかいておいた絵と文字を、

班で協力しながら灯籠の木枠に貼り付けまし

た。

完成した灯籠は、当日なかよしホールに飾

り、来校した皆様に見ていただきました。

６月２９日（日）、天神町の有

志の方々で「曳山」を作成して

いただきました。人形や装飾品

も提供していただきました。

地域の皆様の真心とあたたか

さに触れ、大変嬉しく思います。

天神町の皆様、ありがとう

ございました。



※今年は「脇本山車どんど」が８月２日（土）に復活するそうです！脇一っ子も参加します！

＜４年生 調べたことの発表＞ ＜観光課五十嵐さんの講話＞

＜山車どんど体験…短冊飾り、武者絵塗り、明笛、口上、太鼓＞ ＜山車どんど保存会のお話＞

＜山車どんど再現…５・６年生による明笛・太鼓・口上・花火＞ ＜絵灯籠コンクール＞
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